
■工事概要 ■漁港維持浚渫工事の流れ

● ／ 有明海特有の潮汐の干満（干満差最大約６ｍ）により漁港内に

堆積した土砂を浚渫する事により、漁業者の漁船の円滑な航行

を確保する。又、浚渫した土砂は指定された漁場まで運搬、投入

し、造成を目的とするものである。

● ／ Ｈ３０戸ヶ里漁港（戸ヶ里地区）泊地浚渫工事

● ／ 佐賀市川副町大字犬井道地先

● ／ 佐賀市農林水産部水産振興課

● ／ 浚渫Ｖ＝３０,７００ｍ3
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